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華岡鹿城末裔所蔵の「華岡門人録」について（1）

梶谷　光弘
島根県出雲市立斐川西中学校

1．はじめに

このたび華岡青洲の末裔であり，かつ華岡鹿城

末裔でもある方にお会いする機会があった．そし

て，以前，故華岡正義氏が所蔵し，現在も大阪府

在住の華岡家に所蔵されている華岡青洲らの位牌，

肖像画，掛軸，書簡，図面など，多くの史料を閲

覧させていただいた．

これらの史料のうち「華岡鹿城先生像」，「華岡

積軒先生像」，「華岡南洋先生像」などは，呉氏の

著書『華岡青洲及其外科』1）に掲載された．

また，同書の「治験図譜」部分では，「大阪ナル

華岡乙平君所蔵華岡家治験図譜ト称スル図巻ノ一

モ之ト略同シ．（図巻ニ番号ヲ附セルハ乙平君所蔵

ノモノニヨリタルナリ）」2）と触れられた．

この他にも随所に「華岡乙平」や「華岡義章」

の名前が散見される．

こうした状況から，呉氏が華岡青洲の曾孫であ

る華岡貞次郎氏だけでなく，華岡鹿城の孫である

華岡義章・乙平氏らとも積極的に交流し，これら

の史料をすべて閲覧されたものと考えられる．

今回翻刻する「華岡門人録」も，呉氏はきっと

見ておられたはずだが，著書ではまったく触れら

れなかった．

したがって，この「華岡門人録」は，今回初め

て公表されるものである．

2．解　題

華岡家の門人録は，『華岡青洲及其外科』の中で

紹介されたのが最初であり，高橋克伸氏はそれを

「国別門人録」と命名された3）．

これは，「（華岡青洲の）後胤である華岡貞次郎

君の蔵して居られる先生の遺著」を「整理して写

直したもの」5）であった．

そこには，安永 9年（1780）入門の下村良庵か

ら元治元年（1864）3月 29日6）入門の勝瀬周学ま

での門人 1,887人の住所，氏名等が記されている．

さらに「元治以後ノ門人国別数」として各国の

門人数のみが記されている7）．

華岡家の門人録は，杏雨書屋 8）や内藤記念くす

り博物館9），青洲の里フラワーヒルミュージアム10）

写真 1　華岡鹿城肖像

資料 華岡家の系図4)（－血縁　＝婚姻）
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○丁ごとに記載することはせず，詰めて記載する．

○読みやすくするため，著者が読点を付す．

○著者が挿入した部分は（　）で記し，誤記と思

われる場合には（ママ），断定を差し控える場合は

（カ）を付す．

○本文中にあとで書き加えたと思われる部分につ

いては｛　｝で記す．

○虫食いや破損等により文字が判読できない部分

は□（欠）または□で示す．

華岡門人録

山城初丁，大和七丁，河内十二，和泉十七，摂

津二十一，伊賀三十，伊勢三十四，志摩三十九，

尾張四十二，三河四十八，遠江五十三，駿河五十

六，甲斐五十九，伊豆六十一，相模六十三，武蔵

六十五，阿（安）房七十，上総七十二，下総七十四，

常陸七十六，近江八十，美濃八十九，飛弾（騨）

九十六，信濃九十八，上野百三，下野百五，陸奥

百七，出羽百十六，若狭百二十二，越前百二十四，

加賀百二十九，能登百三十七，越中百三十九，越

後百四十五，佐渡百四十八，丹波百五十，丹後百

五十五，但馬百五十八，因幡百六十五，伯蓍（ママ）
百六十七，出雲百七十四，石見百八十，隠岐百八

十五，播磨百八十六，美作百九十九，備前二百四，

備中二百十三，備後二百二十二，安芸二百二十五，

周防二百二十八，長門二百三十四，紀伊二百三十

八，淡路二百五十二，阿波二百五十七，讃岐二百

六十六，伊予二百七十五，土佐二百八十六，筑前

などでも見ることができるが，現在もなお華岡家

の末裔が所蔵されている門人録としては，もう一

つ，高橋氏が論文「華岡家所蔵『門人録』翻刻資料」

で紹介された，いわゆる「入門年次順門人録」が

ある11）．

これは，「華岡青洲の末裔にあたる札幌市在住の

華岡家に所蔵」12）されたもので，門人の保証人であ

る「請人」の住所，氏名，世話人等が書かれており，

前者の元帳であると考えられている．

しかし，この「入門年次順門人録」には安永 9

年（1780）から文政 12年（1829）までの 50年間に

わたる 899人が記載され，それ以降の門人名等に

ついては不明である．

以上の状況から，北海道札幌市在住の華岡青洲

の末裔宅に所蔵されている 2つの門人録では，元

治元年（1864）3月 30日以降の門人は把握できな

いという課題がある．

今回翻刻する史料は，同じ華岡家一族である大

阪府在住の華岡鹿城の末裔宅に所蔵されている門

人録である．

本史料は，縦 24.6cm，横 17.1cm，厚さ 1.9cm，全

346丁（ただし重丁があり，実際はこれを上回る）

である．

各国の門人記載はそれぞれの丁の表から始まり，

各丁の表に 5人，裏に 5人を原則にして丁寧に書

かれており，各国ごとの巻末には半丁から 4丁の

余白がある．

筆跡を見ると，元治元年（1864）を境にして別

の人物が書いており，おそらく元帳を見て 2人の

人物が，時期をずらして筆写したものと考えられ

る．

この門人録ができあがった時期は，最後の門人

である南善斎（土佐）が入門した慶応 4年（1868）

正月 20日以降である．

3．「華岡門人録」翻刻

【凡例】

○本史料は，大阪府在住の華岡家に所蔵されてい

る史料を翻刻する．

○本史料は縦書きだが，本稿では横書きとし，新

字体を使用する．

写真 2　「華岡門人録」表紙，9丁ウ・10丁オ
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合 弘化二年十月　相楽郡木津新町 滝川勒負

合 嘉永四年辛亥二月十六日　同 滝川芳太郎

合 同年同月　　同 滝川秀二

春 嘉永五年子六月　京都西六条殿内 岡橋雄吉

同 同年丑（ママ）八月　京都堺町御池上ル

 寺見千里

 安政二年乙卯四月十一日

京都油小路御前通上ル 山 上 連

合 万延元申年十一月十七日

京都新町竹屋町上ル 高橋粥太郎

大和

 寛政六（年）　南都 堀　春庵

 同十一（年）　南都 井沢元珉

 同年　　　　南都 井沢周蔵

合 同年　　　　 井沢圭安

 　　　　　　五条 雄崎秀庵

合 同年　　　　今井 今西菊三

合 同年　　　　宇智郡相谷村 犬飼元貞

合 同年　　　　吉野郡十津川 前田仲平

同 同年　　　　高市郡八木村 森川貞輔

 同五午（ママ）年　生駒渓 辻森沖右内

 文化八戌（ママ）年　添上郡櫟本村 中村三枝

 同年　　　　吉野上市 生川見信

 同十亥（ママ）年　同所 嶋中雄碩

 同年　　　　同所 堀内宇蔵

 同年　　　　 井上多門

 同年　　　　吉野郡河戸 近藤文輔

 同十一戌歳　式上郡芝村 柴崎翌太郎

 同十三寅（ママ）年　平郡（群）郡久保田

 吉岡見龍

 同年　　　　高市郡常門村 弓場尚伯

 同年　　　　吉野桑原村 西村亮平

合 天保七（年）正月　宇智郡北山村 新城賢斎

合 同十一子年正月　郡山藩中 三好東益

合 同十四（年）二月　式上郡初瀬村

 廊坊仙千代

 同十三年四月　山辺郡東井戸堂村 土谷春清

春 弘化三年三月二十五日　 新屋徳次郎

   今改高岡勇

二百九十九，筑後三百八，豊前三百十三，豊後三

百十七，肥前三百二十三，肥後三百三十四，日向

三百三十八，（大隅欠），薩摩三百四十二，対馬三

百四十六

姓名之上加○者為死亡之記

山城

 天明八（年）　京師 中川修亭

 文化六巳年　京師 渡部敬斎

 同八未年　　八幡 神原俊蔵

 同十酉年　　京都小川三条上ル 若林玄成

 同年　　　　京衣棚二条下ル 海老池琴造

   今法橋佐渡

 同十二亥年　京新町仏光寺下ル 新 雅 楽

 同年　　　　綴喜郡八幡 青木道専

合 同年　　　　京都河原町三条下ル

 村上恒次郎

 同十四丑年　同東洞院綾小路上ル

 摩嶋雄二郎

 同十五寅年　同東洞院綾小路上ル 山内玄章

 文政二卯年　同大宮三条上ル 長柄春龍

 同四巳年　　同両替町御池上ル 高階兵馬

   今改清介

 同五午年　　同室町綾小路下ル 野口周吉

 同年　　　　同高倉錦小路上ル 増田仁泰

 同年　　　　綴喜郡野尻村 渋谷周助

 同年　　　　京上長者町烏丸西入 辻　文吉

 同六未年　　同車屋町二条下ル 雨森幾太郎

合 　　　　　　相楽郡木津 山岡慶祐

同 同七申年　　京都二条 岡野将監

 文政八年酉歳　久世郡批把荘 小石徳造

 同年　　　　京都六角高倉東 川越左門

 同九戌年　　佐山村北口 北山栄蔵

 同十三寅年　城西綢子村 竹内出衛

 同年　　　　京麩屋町三条上ル 藤林謙吉

   本姓有持氏

 同年　　　　京衣棚下立売上ル 大村泰吉

 天保二卯年　京都室町夷　上ル 安藤将監

 同六未（年）九月　同富小路二条北

 堀尾内蔵助

合 文政三（年）六月　伏見 上田主膳
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合 同五年壬子二月十七日　丹北郡川辺村

 竹嶋文平

春 同六年癸丑二月二十四日　錦部郡西代村

 森本鍵次

合 同年三月二十四日　若江郡中小屋村

 蘆田里軒

春 安政三年五月十四日　錦部郡石仏村

 岸　左京

合 同年五月二十三日　志紀郡太田村 桑野養斎

和泉

 　　　　　　堺 天野幾太郎

 　　　　　　和泉郡牛滝谷内畑村 大植賢蔵

 　　　　　　和泉郡坪井村 沢　淳蔵

 　　　　　　南佐野湊 平松惟仲

 　　　　　　信達荘樽井浦 宮崎三省

 文政二卯年　内畑村山口 大植良助

 同七申年　　大嶋（鳥）郡家原寺村

 山川寛造

 天保（二）卯年　堺 林　元恵

 同年　　　　岸和田藩 仲村正謙

 同（号三）辰年　同処 ○大和見水

 同年　　　　堺 井岡元周

 同五年　　　忠岡村 松本良三

 同八年酉八月　岸和田藩 大和敬斎

合 天保十一年　堺少林寺町 山本忠蔵

同 安政二年乙卯三月七日　家原寺町 山川幸平

同 文久三亥（年）十月二十日　熊取 松田貞斎

合 慶応元丑年十一月十七日　岸和田藩

 吉田正元

摂津

 寛政七（年）　大坂立売堀 井上万蔵

   今住于熊野

 享和元年　　西ノ宮 吉田見二

 同三亥年　　嶋上郡桜井村 清水恒助

   今住京新町蛸薬師

   改大学

 文化五辰年　大坂道修町 寺嶋文亮

 同六巳年　 西山省義

   九川俊良

合 嘉永三年戌十一月二日　高市郡曲川村

 堀　玄整

合 嘉永七寅年四月六日　式上郡粟穀村

 森　庠二

合 文久元酉年八月十二日　郡山藩 川野雄章

合 元治元年甲子正月　平群郡久保田村

 吉岡健庵

合 同二年乙丑正月五日　高取藩 藤井十平

合 慶応元乙丑（年）八月二十三日　小泉藩

 柴崎玄叔

合 同年九月十日　勢野村 菅田一郎

合 同号三年卯正月七日　郡山藩 大高丹宮

合 同年同月二日　同藩 萩原清朴

河内

 享和二年　石川郡富田（林）村 倉内隼人

 文化五辰年　志記（紀）郡太田村 田村幸斎

   今住浪花四橋南詰

 同八未年　　石川郡富田森（林）村

 増田原流

合 同十酉年　　富田 中　春二

 同十二亥年　小山村 黒田元慎

合 同十三戌（ママ）年　丹北郡川辺村 竹嶋真人

同 同年　　　　私松（ママ）村 松井佐一郎

同 同年　　　　牧（枚）方 和田泰輔

同 同十四年丑二月六日　津田 岡本輪徳

合 同年　　　　寺村 山添内蔵太

同 天保七（年）二月　若江郡高井田村

 西野尚賢

 同八（年）四月　丹南郡黒山村 小野祐吉

合 同八丁酉年十月　讃良郡蔀屋村 築山俊篤

 同十三年七月　石川郡山城村 浅尾元栄

同 同年八月　　讃良郡蔀屋村 築山俊造

合 弘化三年閏五月　志紀郡道明寺村 上田元厚

同 同四年丁未十二月　交野郡正代村 片岡秀平

 嘉永元年戊申三月二十一日

丹南郡北野田村 丸山数馬

春 同二年己酉五月朔日　志紀郡小山村

 森川玄仲

春 同四年辛亥正月二十六日　向野村 山上楨輔



梶谷光弘：華岡鹿城末裔所蔵の「華岡門人録」について（1） 79

同 同（ママ）三戌年十一月二日

大坂島之内畳屋町 藤岡有民

同 同（ママ）四年辛亥十月二十日　尼ケ崎藩

 堀内伯竹

同 同（ママ）五子年五月二十四日　兵庫 高橋退蔵

同 同号（ママ）七寅歳三月二十三日　兵庫

 志賀玄貞

同 同（ママ）四亥年三月十八日　天王寺綿屋町

 ○安田良之助

同 同号（ママ）五子歳八月三日

伏見町丼池筋東入 林　春三

同 安政二年八月十一日　尼ケ崎藩 高桑玄孝

同 同三年正月二十二日　兎原郡灘深江村

 坂口真之助

同 同年三月十七日　西成郡津守新田 本山要輔

同 同年四月八日　大坂安土町二丁目 浅井礼蔵

合 同（号）四年二月二十一日

大坂塩町三丁目 曽根敬造

合 同年七月二十八日　同南堀江二丁目

 山中孝斎

同 同年十月二日　同船場博労町 藤岡主計

同 同号五年二月六日　同西国町 ○古川孝吉

同 同年六月四日　同御定番組 山中行蔵

同 同号六未年三月五日　大阪堂島 岸上経造

同 万延元申年十二月五日　有馬郡上山口村

 山田宗平

同 文久元酉年四月二十一日　大阪本町三丁目

 森　順蔵

同 同号二戌年九月六日　同南江戸堀四丁目

 門谷修三

同 同号三亥歳十一月二十一日

同堂島弥左衛門丁 大月朔庵

合 元治二乙丑年四月二十五日　尼ケ崎藩

 前園李性

同 慶応元丑年九月二十四日　平野一丁目

 山中主税

同 同号二年寅正月七日　生玉 大野英二

同 同号三年卯三月二十五日　高槻藩 三崎主礼

同 同号三年五月二十七日　尼ケ崎町 春日丈吉

合 慶応三年卯六月二十五日　尼ケ崎藩

 赤松玄達

 　　　　　　神戸 丹波元医

 　　　　　　兵庫 堀　玄仲

 　　　　　　深江浦 坂口元静

   木村卓立

 同十三子年　高槻藩 清水俊造

合 同年　　　　 池田元良

 　　　　　　有田（馬）郡屏風村三田

 石田謙蔵

 文政四巳年　大坂瓦屋町真田山神主

 寺嶋雄蔵

合 同五午年　　三田 若林東伯

合 同年　　　　島下郡中条村 吉田左近

同 同六未年　　嶋上郡服部村 当麻専了

同 同年　　　　嶋下郡岩坂村 野口主税

 文化十五年　大和田 葛野恭庵

合 文化（ママ）九戌年　大坂船町 森山見龍

同（ママ）十三寅歳　大坂出口町 堀　呂墧
天保（二）卯年　大坂嶋之内 藤丘英二

同年　　　　嶋上郡野田村 中西玄寿

同三辰年　　嶋下郡沢良宜村 多烟見龍

文化九年　　兵庫宮内町 木村専祐

合 天保十年己亥九月十九日　島下郡太中村

中井舜庵

同 同年十月五日　尼ケ崎藩中 赤松久吾

同 同年十一月十五日　島上郡東五百住村

田宮龍吉

同 同十一年庚子二月八日　浪華高麗橋一丁目

横川円蔵

合 同年五月十一日　同天満五丁目 山口右門

同 同十三（年）六月　同南堀江三丁目

佐々木文仲

同 同年同月　　尼ヶ崎西町 渡辺多仲

同 同年九月　　大坂北堀江五丁目

元川辺郡清水村 清水孝朔

合 弘化二年十二月　大坂南堀江 清水力寿

同 同三年三月　有馬郡上山口村 山田賢之輔

同 同年四月　　兵庫南仲町 池田賢三郎

同 同年十一月　兵庫小物座町 船津才祐

同 嘉永元（年）申九月十四日　東成郡今里村

岡島善太

同 弘化四年三月　大坂江戸堀五丁目 木村有章
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 同号五午年　 角田左京

合 同年　　　　 山崎杢之允

同 同号六未年　桑名本郷村 近藤祐保

合 同七申年　　内宮上中地蔵町 岩城俊平

同 同八酉年　　 ○萩　甲之助

 同十亥年　　安濃郡穴倉村 細川元周

 同年　　　　度会郡山田吹上町 神田中書

   今改奥山氏

 同十一子年　大湊 山中周斎

   今改立介

 同号十三寅年　一志郡川上村 日置董之亮

 天保三辰年　多気郡射和 井上文俶

 同年　　　　田丸三瀬村 小倉園斎

 同年（号カ）四（年カ）　小倭（ママ）郡

 谷　由巳

 同七年六月　久居藩 蜂谷元東

合 同号十己亥年十一月　桑名藩 二川昌意

 同号十一年十月　田丸領栗谷村 佐々瀬右内

合 同十二年辛丑四月　桑名藩 星　寿山

同 同十三年十一月　同藩 中野宗仙

同 弘化三年七月　度会郡内宮楠部村 山崎兵馬

合 弘化四丁未年九月　松坂在松名瀬村

 吉田文鳳

合 同年十月　　桑名藩 石川玄鱗

同 嘉永六丑年八月十八日　朝明郡永井村

 藤波昌純

同 安政五年十一月十四日　桑名藩 二川昌賢

春 元治元甲子（年）十一月十五日　桑名藩

 加藤雄元

合 慶応二年二月三日　藤堂和泉守家中

 新　守之助

志摩

 寛政十年　　鳥羽内裏町 正井蕙輔

 文政三辰年　的屋 北条立敬

 同八酉年　　波切村 松井万庵

 天保十三年　鵜方村 大乗院専澄

尾張

 文化七午年　名古屋 加藤健二

 同九申年　　 林　清亮

同 同年九月十八日　西成郡上中嶋 田宮愿俊

同 同年十二月二十二日　曽根崎村 中山保之助

伊賀

 文化十四丑歳　伊賀郡高尾村 田中大輔

合 文政二卯年　阿伊（拝）郡 服部与長

 同号七申年　同郡嶋原村 嶋崎門太

 同号八酉年　 吉住厚多

 同年　　　　 竹岡良造

 天保五年四月　名張本町 中原久佐

 同号十亥年四月二十一日　山田郡喰付村

 吉住勝二

 同年六月六日　山田郡真泥村 福島玄春

春 同年十一月二十一日　伊賀郡妙楽寺村

 山崎柳立

合 嘉永二酉年十月二十九日　上野本町

 沢野敬哉

春 同号六丑歳九月六日　上野本町通東町

 辻駒次郎

同 安政二年乙卯二月九日

山田郡真泥村 玄春妻　福島元寿

合 同号三年丙辰十月念一日

名張郡名張松崎町 中原養賢

春 同号四年丁巳六月十二日　伊賀郡腰上村

 上田導庵

合 同号五年戊午八月八日　同郡神戸村

 藤井元良

伊勢

 文化十酉年　 ○谷　幸之助

 　　　　　　松坂 箕田周吉

   今住于京師

 同号十二亥年　 谷三郎治郎

 同号十三子年　 森　元伯

 同年　　　　金剛坂 長井玄良

 同年　　　　山田曽根町 宮本元立

合 文政元寅年　三重郡天ケ次賀村 ○田代順二

 同年　　　　 浅井十助

合 同号三辰年　遠藤和泉守内 小村道貞

合 同号四巳年　菰野方家中 宇佐美勇

 同年　　　　 塚本元好
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合同同同 慶応二丙寅（年）十月二十八日

石川佐渡守藩 阪　元長

三河

 文政八未（ママ）年　吉田 鈴木中書

合 同年　　　　能登瀬 生田三省

合 同年　　　　岡崎 神田梅三

同 同年　　　　八名郡大野村 荘田元益

合 同号八酉年　刈谷 完戸昌甫

 同九戌年　　加茂郡足助村 河原柳斎

 同十亥年　　碧海郡泉村 都筑篤郎

 同十一子年　 堀尾堯民

 同十二丑歳　額田郡高須 岩瀬敬助

 同十三寅年　同郡鷲塚村 近藤安中

 同年　　　　八名郡御油 榊原元意

 天保三辰年　幡頭（豆）郡矢田村 河合道益

 同年　　　　丸山 吉川図書

 同号四年　　 近藤賢承

合 同号十年己亥十一月　八名郡大野村

 ○荘田元意

同 弘化二年八月　吉田魚町 竹内春三

同 同号五年二月　八名郡大野村 荘田桂二郎

同 同年三月　　渥美郡吉田藩 遊佐龍助

同 安政二年乙卯四月四日　八名郡能登瀬村

 生田敬而

 同三（年）五月三日　西尾藩 松崎春龍

合 慶応二年正月四日　吉田藩 進藤立揮

遠江

 文化十一戌年　豊田郡阿寺村 小出祐節

 同十二亥年　掛川 戸塚奏輔

 文政五午年　敷知郡新井駅 高須玄察

 同年　　　　同郡入野村 高部俊庵

合 同号六未年　同郡浜松新町 足立才二

同 同年　　　　同所 木村文龍

同 同八酉年　　新居 窪田養碩

 同十三寅年　敷知郡新居駅 高須貫一

 天保十二年辛丑正月　周智郡領家村

 原　順吾

春 弘化四年三月　豊田郡浦川村 熊谷隆輔

 同号十三子年　 今枝宰治

 同号十四丑年　名古屋 浅井吉郎

 同年　　　　知多郡内海 小田周平

合 同年　　　　同郡山田 田中見龍

 文政元寅年　同郡内海 渡辺宗平

 同二卯年　　丹羽郡小羽村 小林　勇

合 同七申年　　中島郡苅安駕（賀）新田

 江崎啓玄

合 同号同年　　郡起駅 八木良慶

 同号九戌年　知多郡師崎村 伊藤良輔

 同年　　　　名古屋 三村玄澄

 同号十亥年　海東郡津嶋 足立円庵

 同年　　　　海西郡下一色村 伊藤承三

 同十一年子　東津嶋 大口春甫

 同十三寅年　中島郡刈（苅）安賀新田

 中川泰造

 天保五年　　名古屋清水町 塚原修節

合 同十五年二月　津嶋北口 大口貞順

同 弘化三年八月　中島郡陸田村 村瀬貞順

合 嘉永二年酉正月　知多郡坂井村 伊東立司

春 同年四月四日　愛知郡沓掛荒井村 村瀬道一

合 同号四年亥五月三日　知多郡小野浦村

 山岸俊二

同 同号五子年十月十七日　知多郡亀崎村

 間瀬正輔

同 同年同月日　同郡有脇村 山口齢介

同 同号六丑年正月二十二日　同郡布土村

 辻　金吾

同 安政二乙卯年五月十八日　名古屋京町

 中村周一郎

同 同号四年四月八日　丹羽郡犬山本町三丁目

 奥村玄順

春 同五年　　　愛知郡山口村 栗田泰輔

合 文久三年亥五月二十七日　知多郡横須賀村

 森島欽二

合 元治元年甲子四月二十五日　同郡師崎村

 都筑古文

 文政十一戌（戊）子（年）秋

尾張丹羽郡五明村 田中泰輔

春合合合 元治元年四月八日　知多郡内海 前野令造
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 同号八酉年　巨摩郡一町畑村 田中慶蔵

 文政九戌年　八代郡市川高田村 蘆沢玄理

 天保三辰歳　同郡岩間 秋山良才

伊豆

 文政十三寅年　三島 甲田悌斎

 天保五年四月　名張本町 中原久助

合 嘉永五子年七月九日　君沢郡古宇村

 杉山養元

合 安政四年六月十一日　加茂郡松崎村

 近藤有順

相模

 文政三年　　 村上万作

武蔵

 文化三年　　多摩郡三ツ木 村上万作

   見于相州部

 同号四年　　江戸牛込組屋敷 宮部敬山

 同号九年　　江戸八丁堀亀丁（ママ）

松平周防守藩 二宮齢修

 同十一年　　江戸亀井町 原沢文中

 同年　　　　中仙道板橋 新井徳順

合 同年　　　　江戸本八丁堀 橋本隆斎

 同号十二亥年　小石川水戸邸 鈴本寿庵

 　　　　　　板橋 新井慶徳

 同十三子年　江戸日本橋南通二丁目

 渡辺東栄

合 文政四巳年　中橋 中川良英

同 同五午年　　高麗郡飯農宿 雙木元道

 同六未年　　同所 雙木元珉

同 同九戌年　　多摩郡清水村 五十嵐道竹

同 同十亥年　　 中嶋昌造

 同十一子年　江戸青山百人町

松平左京大夫家中 守矢子行

 同十二丑（年）六月　江戸本郷五丁目

加賀藩 大高元俊

 天保七（年）六月　東都下谷向柳原

藤堂佐渡守家中 蜂屋元東

 同十亥（年）二月　高麗郡長沢村 栗原斎輔

同 嘉永元年四月二十四日　周智郡森町村

 猪原龍補

 弘化四年丁未九月　浜松在高園村 中川祐斎

合 嘉永五年子二月十三日　敷知郡浜松三島村

 藤田玄嶺

同 同六丑年正月二十四日　周知郡森町村

 猪原信平

同 安政二年乙卯二月十四日

相良田沼玄蕃頭家中 堀　済民

同 嘉永五年子八月二十七日

岩（磐）田郡見付宿 古沢桐斎

同 安政三年正月十八日　掛川在平川 本間春江

同 同年十月十八日　浜名郡白須賀宿 跡見玄山

同 同四年九月八日　相良田沼玄蕃頭藩

 内田春齢

同 文久二年戌正月十八日　田沼玄蕃頭藩

 内田景斎

同 同年五月九日　敷知郡入出村 ○久保田貞梧

駿河

 寛政十年　　富士郡大宮町 遠藤丹二

合 文化十四丑年　庵原郡 塩津圭桂

 文政五午年　同郡天間村 広瀬保恭

   今改隆平

 同号十亥年　同郡大宮町 遠藤幾三

 同号十二丑年　志太郡岡部宿 中村逸斎

 天保十五（年）三月　田中藩 倉品健助

春 弘化三年正月二十二日　府中両替町

 伴野昌平

   改曰（カ）貢

合 安政 四年五月二十九日

志太郡岡部庄内谷村 中村順助

 同号五年七月二十二日　同郡上青島村

 小沢圭造

合 同号七申年二月二十五日　府中両替町

 伴野昌平

甲斐

合 文政二卯年　甲府近習町 森沢三悦

 同号六年未　同八日町 天野章斎

 同年　　　　同所 渡辺修安
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合 文久元年四月十四日　 花沢省庵

常陸

 享和三亥年　水戸城西茨城郡小原村

 山口恒作

 文化十酉年　水戸 二川昌意

   仕于奥州白川候（ママ）

 同年　　　　水戸藩医官 楊　友的

 同年　　　　同医官 楊　玄友

 同年　　　　水戸 朝倉右門

 同十二亥年　那珂郡国長村 高野玄秀

 同十三子年　茨木郡水戸上古内村 清水俊節

 同十四丑年　水戸領久慈郡新宿村 二方玄盛

合 同十五寅年　水戸 掛札玄祥

 文化（ママ）五午年　行方郡築地村 ○田崎玄考

 同七申年　　同郡潮来村 額賀玄春

 同年　　　　同所 下津尚亭

合 同年　　　　同所 水浦尚甫

 文政十亥年　茨木郡小川村 本間玄調

   今改　救

 同十一戊子三月　本堂内蔵助家来 金子寿仙

 同年　　　　牧野越中守家来 結解素庵

 同年　　　　牧野越中守家来 長谷川宗円

 同年　　　　同 大関泰庵

 同年　　　　新治郡府中 鈴木龍伯

 同年十二月二日　鹿嶋郡鉾田村 宮田清庵

 同十二年二月二十四日　行方郡潮来村

 ○梅田譲庵

 同年十一月　水戸 林　友輔

 同十三寅年　多賀郡磯原村 野口玄主

 同　　　　　茨木郡奥谷村 佐藤友達

 同　　　　　多賀郡豊田村 鈴木玄茂

 天保（二）卯年　府中 佐藤南円

 同年　　　　久慈郡大子村 大藤本玄

 同年　　　　同郡下野宮村 志賀玄光

 同四年巳　　新治郡土浦 辻　元貞

 同年　　　　同郡笠間 ○河合元淵

 同五年三月　水府小川 朝倉真斎

 同六年三月　同栗崎 大高貞庵

 同七年七月　同所 加藤敬三

合 弘化四年正月　行方郡潮来村 水野良助

合 同十三（年）五月　芝三由（田カ）新地

 宮本玄泰

合 弘化三年正月　江戸愛宕下

酒井志磨（ママ）守家中 今井亮斎

合 同年八月　　江戸神田橋内

酒井左衛門尉家中 近藤良儀

同 同号四年丁未十月　同下谷三味線堀

藤堂和泉守中屋敷内 伊東玄叔

同 嘉永三年戌九月十二日

佐倉藩江戸小川町神保小路 神保良粛

同 同号四亥年九月二十日　忍藩 井上道貞

春 安政二年乙卯三月十三日

江戸両国久松町清水附 榎本丘碩

合 同四年丁巳十一月朔日　岩槻大岡兵庫頭藩

 松葉昌輔

同 文久元酉年五月念五日　江戸池端御花畑

 山本立策

安房

合 嘉永二年己酉九月十五日　館山 山下玄寿

上総

 天保三辰年　山辺郡原 原見俊造

 同年　　　　同所 花沢貞倫

 同十年己亥三月　同郡中村 鵜沢玄琳

合 弘化四年丁未六月　長柄郡国府関村

 安藤玄叔

春 文久元年酉三月二十日　長柄郡岩瀬村

 金坂元庵

下総

 文化十四丑年　関宿 小林静養順

 同年　　　　埴生郡成田 大塚碩庵

 文政十亥年　匝瑳（瑳）郡老尾村 立花尚庵

 同十二丑年　同郡九十九里長谷村 熱田玄庵

 天保三辰年　香取郡上代桜井村 菅谷玄悦

 同号七年七月　豊田郡水海道町 猪瀬可善

合 嘉永三年庚戌四月二十八日　香取郡桜井村

 菅谷可悦

春 安政二年乙卯正月六日

匝瑳（瑳）郡八日市場 布施文亮
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 天保九年戊戌三月　八幡西町 豊満良輔

合 同十四年六月　膳所藩 森　伝良

同 弘化二年四月　野洲郡八夫村 北脇泰次郎

 同四年未四月八日　膳所藩 近藤賢蔵

同 嘉永二年酉三月　甲賀郡岩根村 谷口文達

同 文久三年亥五月晦日　蒲生郡八幡 奥野周造

同 慶応三年卯六月二十一日　滋賀郡坂本

 巖　謙良

注

1） 呉秀三．華岡青洲先生及其外科（伝記叢書 135）．
東京：大空社；1994．p. 108・p. 113・p. 116・p. 408

2） 前掲書 p. 388

3） 高橋克伸．春林軒『門人録』について．青木歳幸・

岩淵令治編．国立歴史民族博物館研究報告　第 116

集．千葉：国立歴史民族博物館；2004．p. 453

4） 大阪府華岡家所蔵「永代過去帖」・「華岡家家系図」
により作成．

5） 上掲書．華岡青洲及其外科．序．p. 12

6） 「同　四，三，二九　中村　勝瀬周学」と記載され
ているが，その 1ヶ月前の文久 4年 2月 20日に改元
され，「元治」となっている．

7） 前掲書．p. 517–8

8） 「華岡氏門人姓名録」・「華岡塾中姓名録」
9） 「華岡塾門人姓名録」

10） 「華岡青洲先生門人姓名録　全」
11） 高橋克伸校訂．華岡家所蔵『門人録』翻刻資料．
上掲書．国立歴史民族博物館研究報告　第 116集．
p. 498–537

なお，上掲「春林軒『門人録』について」p. 475に
引用されている個人蔵「華岡門人姓名録」（「上那賀
郡名手平山華岡随賢直道」の款記）については未見
である．

12） 前掲書．p. 452

同 安政二年七月二十日　新治郡花室村

 宮本玄孝

 慶応三年卯十一月十六日　牧野越中守家中

 結解正悦

近江

 文化七午年　坂田郡国友 達村移忠

 同年　　　　同郡箕浦 塚田三省

 　　　　　　同郡新庄 堤　牧太

 同八未年　　彦根四十九町 久米純台

 同年　　　　甲賀郡毛牧 望月左造

 同九申年　　坂田郡鳥羽上村 北村貫吾

 同年　　　　彦根藩 稲井梁策

 同十酉年　　伊香郡柏原村 雨森良圭

 同年　　　　野洲郡井口村 井口幾太

 同十一戌年　坂田郡鳥居本 寺村恭三

合 同年　　　　甲賀郡毛牧村 望月多膳

 同年　　　　八日市 堤　弘平

 同十二亥年　蒲生郡中小森村 伊庭謙蔵

 同十四丑年　長浜　今住于勢州 池崎春鼎

   改俊平

合 同年　　　　長浜 小倉左源

同 同年　　　　彦根上魚屋町 樋口養哲

 文政二卯年　伊香郡千田村 横田周祐

 同六未年　　甲賀郡大野村 中辻主令

合 同八酉年　　彦根藩 山上機蔵

 文政九戌年　八幡 中村耕安

 同十一戊子年　坂田郡枝折村 堀増次郎

   後改俊平

 同十二丑年　浅井郡錦織村 宮田良造

 同年　　　　甲賀郡寺庄村 林　周平


